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本日のプログラム

④

(1) 2025(令和7)年 3月13日発行 ＜水と衛生月間＞

Weekly Report№３３
第３１５７回例会記録
日時：2025年 3月 6日(木)18:00～
会場：ホテルサンシャイン ２Ｆ
司会：高井 一博 ＳＡＡ④
★開 会 点 鐘：乾 淳 会長
★国 歌：君が代
★Ｒ ソ ン グ：奉仕の理想
★四つのテスト：河原 英男 君②

2024―2025年度 国際ロータリーテーマ

幹事報告 石井 朋子 幹事③
１．３月の例会プログラム

3月 6日 夜間例会(急な変更申し訳ありません)
3月13日 委員会担当例会（出席委員会）
3月20日 休会 暁人・陽子夫妻(白滝)
3月27日 ゲスト卓話 えづらファーム・江面

２．財団室ニュース3月号。回覧。
３．「水と衛生月間」リソース。回覧。
４．遠軽町教育委員会より、町生涯学習関係一覧
表「えんがるマナビィ情報」への掲載依頼。

５．今月のロータリーレート＝1ドル150円。

本日のプログラム 夜間例会 懇親会
長嶋 宏明 親睦活動委員長⑤

佐藤和徳会員に乾杯をお願いしております。
佐藤 和徳 会員⑥

2024年度も終わろうとしており、ロータリー
活動も後3か月少しです。新年度も皆様方がご健
康で、ご多幸で過ごせますように“乾杯！”

【名前後の○数字は写真の番号】

会長報告 乾 淳 会長①
皆様、こんばんは。
先日は理事会の承認を経て、会員皆様に急遽プ

ログラム変更のご案内をさせて頂きましたが、本
日はこのように多くの皆様に夜間例会にご出席を
頂き、正直ほっとしているところでございます。

当初の予定では、来週13日が夜間例会ではあ
りましたが、当日は、遠軽町出身で東小学校、遠
軽中学校、遠軽高校と地元で長年吹奏楽を続け、
卒業後は東京藝術大学器楽科に入学され、卒業後
は、メトロプラザのスタッフとして勤務されてお
ります外川 莉緒さんのリサイタルがメトロプラ
ザにて開催されます。
ロータリークラブの基本理念に「超我の奉仕」

があり、地域社会への貢献が重要な活動の一つと
されております。その中でも、地域で開催される
イベントへの支援があります。外川さんのような
遠軽町出身の若者が行うイベントへの支援は、若
者の成長を促すと考えております。9月よりフラ
ンスに旅立つ彼女をクラブとしても、ぜひ応援し
たいと思い、プログラムの変更をさせていただき
ました。ご理解をいただいた役員・理事をはじ
め、会員の皆様に心より感謝申し上げます。
また、本日はリサイタルのチケットをお持ちで

ない会員の方もいらっしゃるかと思いまして、当
会場にて、チケットを販売させていただきますの
で、皆様のご協力を賜り、当日は多くの会員で、
外川さんを応援したいと思っておりますので、皆
様のご協力を宜しくお願い致します。

次に、新入会員被推薦者についてでございま
す。先月27日に開催されました理事会におい
て、会員組織委員会から会員候補者としての推薦
報告を受理し、被推薦者を承認致しました。
被推薦者は、照井幸央さん、遠軽神社宮司でご

ざいます。昭和44年2月生まれの56歳で、國學院
大學を卒業されております。職業分類は神主で、
推薦者は、髙橋会員です。

本日より7日以内に異議申し立てが無ければ、
所定の手続きを経て会員となりますので、宜しく
お願い致します。

3月27日(木)12:30~
ゲスト卓話
江面暁人・陽子ご夫妻

3月13日(木)12:30~
委員会担当例会
出席委員会
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【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャインTel 0158-
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前島英樹 宇野 勝

例会日 会員 出席計算 出席者数 メイク 出席率 無断欠席数 会 員 数 アップ出席報告

出席委員会 2月27日 44 43 25 58.1％
3月 6日 44 43 31 72.1％

ニコニコＢＯＸ 2024-25年度合計425,000円☆閉会点鐘：乾 淳会長☆今月会報担当：加藤幸徳委員 2024-25
_33rd-03

又、トヨタは、水素は電気の代替エネルギーに
なりうるという考えに基づき、FCVの開発、販
売、水素ステーションの整備など展開し水素事業
の推進とe-fuel（合成燃料）やバイオ燃料など既
存のエンジン車にも使用できる燃料の開発にも力
をいれております。トヨタの販売の現状として
は、世界年間生産台数約1,000万台、うち国内
144万台（前年比13.8％減）、海外871万台
（2023年を上回り過去最高）、その内訳の一部
として電動車は35,7％ 電気自動車は1％です。

1台当たり半導体が必要な数は1000個以上。高
級車やEV車は数千個にのぼるため、コロナによ
る半導体不足などの影響を受けており、未だに納
車までに間に合わずカギが1つで来る場合もあ
り、人気車種の受注制限や予約販売や抽選販売な
ど売り方が変化してきており、約34車種のうち
今契約できる車種は12車種となっております。
電気自動車の北海道での使用についてはまだまだ
実用域ではなく時間がかかるものと思います。

今後は整備士・板金工の不足をインターンシッ
プの活用・手厚い福利制度で維持し、社会貢献・
地域貢献 社会インフラの一部として、地域の暮
らしやビジネスを支え、みなさまに安心安全なカ
ーライフをお届けをしたいと考えております。

本日のプログラム 会員卓話
自己紹介と昨今のトヨタ・自動車業界ついて

メディア委員会 宇野 勝 会員②

生い立ちは遠軽生まれ遠軽育ちの44歳で遠軽
中学校から遠軽高等学校に進み、札幌に行きたい
一心から北海道自動車短期大学へ進学しました。
札幌に就職したかったのですが、就職氷河期とい
うこともあり少しでも札幌に近い旭川トヨタ自動
車に就職しました。2001年4月旭川トヨタ自動車
入社し、同7月自動車整備職として遠軽店配属と
なり、2007年5月営業職へ職種変更し、その後転
勤の話もなく営業係長、営業課長を経て、2024
年8月遠軽店店長となりました。 家族は妻、遠
軽町役場住民生活課勤務の真由美、娘は遠軽南小
学校3年生でダンスが得意で顔は私に似ておりま
すのですぐわかるかと思います。宜しくお願いい
たします。

それでは昨今のトヨタ・自動車業界についてお
話しします。旭川トヨタは設立1947年で本社は
旭川市で店舗が旭川市内8店舗、旭川管内8店
舗、北見管内8店舗があり、従業員数352名（う
ち男296名、女56名）です。

事業内容はトヨタ車の新車販売、中古車販売
（全メーカー）、自動車の点検・修理、各種損害
保険、自動車ローン、レクサス、関連会社として
トヨタカローラ旭川（株）、トヨタL&F旭川
（株）、（株）トヨタレンタリース旭川、ジェー
ムス旭川（株）、（株）ATGコーポレーションが
あります。弊社のテリトリー 道北、オホーツク
地区全域、その広さは四国の面積の1.6倍と全国
トヨタディーラーの中でもNo.1の広さがあり、
遠軽店は1961年に営業所として開設 現在従業
員10名で遠軽町、湧別町をテリトリーとして営
業しています。

トヨタの方針・戦略としては、豊田会長のも
と、Co2削減 脱炭素社会の実現を目指して多様
な選択肢を追及する全方位戦略をとっており、電
動車のフルラインナップ化しており、BEV（電気


